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等意識は増幅し , 詩人としての自己の能力や創造性に懐疑的になり , 創作者であろうとする富岡にとって ,
女性であることは障害であるとしか認識できない時期が続く。富岡は自分自身の生物的属性に正面から対






た富岡は自ら詩 , エッセイ , 小説の翻訳を手がけるようになる。その体験が富岡に対するスタインの影響
を決定づけたと論じる。スタインは２０世紀初頭のモダニズムの流れのなかで先導的役割を果たした存在





表現と格闘することによって , 富岡はスタインのスタイルを咀嚼し吸収する。その過程を , 最後の詩集『厭
芸術反古草紙』と最初の小説『丘に向かってひとは並ぶ』から分析する。
第３章ではスタインと富岡のテーマ的な影響関係について , 小説を中心に検証する。ジェンダーの観点
からは , 富岡がヘテロな視点で男性を意識していたのに対して , スタインは同性愛者としてパートナーを
得て生活したという事実がある。その差異に注目しながら , 女性が創作者であろうとする時に直面する問
題には , 文化と時代を超えた共通性があることを考察する。富岡は家族をテーマに小説世界を開拓するが







第４章では , 富岡の小説のうち『逆髪』を一つの到達点として , スタインの作品では『みんなの自伝』を『ア
メリカ人の成り立ち』以降の作品の到達点とみなして , 富岡とスタインの作品の変化の過程を分析し , 比





が ,『トクラス自伝』の続編として出版された『みんなの自伝』には , その頃の精神状態が率直に書かれ
ている。スタインは『みんなの自伝』で『トクラス自伝』の客観的視点を捨て , 虚像としての自己ではな
く , 実在としての自分の内面を描くことをめざす。この作品でスタインは幼少の視点と感性にたちかえり
, 自己の経験の意味を探り , 率直で平易なスタイルへと転換する。富岡とスタインが , それぞれどのように
分裂した自己をふたたび統一しようとしたのか , その葛藤を作品に即して比較分析する。
富岡とスタインの共通点は , 既定の表現にとらわれないことばの模索と , 女性としての自己をどのよう
に受容するかという葛藤である。富岡はスタインのことばの秩序の破壊と新しい意味の創出に惹かれたが
, 二人には女性作家としてテーマ的な共通点があることも注目に値する。富岡がスタインから受けた直接
的な影響は文体であったが , 主題においてもスタインと富岡は , 時代と地域を越えて共鳴する。
審査結果の要旨
本論文の意義は , 富岡多惠子に対するガートルード・スタインの影響を , 両者の著作を丹念に読解する
ことによって詳細に考察したことである。富岡についての論文は少なくないが , 本論文で試みたようにス
タインの文学と富岡の文学を可能な限りすべて読んだ上で比較し , 影響を論じた研究はこれまでなかった。





すために , スタインの影響を分析した本論文は , 新しい確かな視座を切り開いたといえる。
一方スタインについても , 本論文は富岡という比較の視点を用いることによって , 新しい解釈を示すこ
とに成功している。スタインはアメリカ文学の白人男性中心のキャノンの読み直しが進むなかで注目を集
めるようになった作家であるが , その著作の読解はいま多くの研究者がさまざまに試みているところであ
る。富岡に与えた影響という逆照射によって , スタインが実践したモダニズムの意味を , 文化 , 国 , 言語を
超越するものとして分析した本論文は , スタイン研究にも大きな貢献をするものであるといえる。
生年は富岡が 1935 年 , スタインが 1874 年と , 半世紀ほどの隔たりがあるが , その二人の女性作家は
富岡がスタインに惹かれるというかたちで , 影響関係を形成する。二人の言語表現の実験においてどのよ




とを説明することであるが , 本論文は序論において , 富岡とスタインの影響関係を立証し , 比較の意義を
提示することにおいて成功している。第一章では具象性と象徴性の結合を詩作において模索していた富岡
が , スタインの詩を受容するための問題意識をすでに十分持っていたことを示し , 富岡におけるスタイン
の影響が,たんなる偶然ではなく必然であったことを,説得力をもって論じている。第二章では,渡米後エー













ということについて , さらに説得力のある論考が必要であることなど , 弱点も指摘できるが , 本論文の価
値を根本的に損なうものではないと判断する。審査において本論文が博士の学位に値する論文であるとい
う合意を得たことを報告する。 四六
